
第五次千葉県障害者計画　数値目標　達成状況管理表　　　　　　資料１－３ （評価）
Ａ ・・・・・・・・目標値の１００％以上の達成率
Ｂ ・・・目標値の８０％以上１００％未満の達成率
Ｃ・・・・ 目標値の６０％以上８０％未満の達成率
Ｄ ・・・・目標値の３０％以上６０％未満の達成率
Ｅ ・・・・・・・・・目標値の３０％未満の達成率

－（その他）・・調査中及び達成率による評価ができないもの等

施策番号 主要施策 基本施策 担当課
数値目標
番号 数値目標 単位

２５年度
（実績）

２６年度
（実績）

２７年度
（目標）

２８年度
（目標）

２９年度
（目標）

２７年度
（実績）

評価 成果の状況等（コメント）

７-（２）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（２）地域の支援施設等
のみでは支援が困難な
障害に対する支援の推
進

障害福祉課（地域） 7-1-(1)
発達障害者支援センター運営事業（研修
等受講者数）

人 5,977 7,907 9,000 9,000 9,000 8,314 B

・昨年度より受講者数が増え、目標値に近
づいた。今後も受講者増を目指す。

７-（２）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（２）地域の支援施設等
のみでは支援が困難な
障害に対する支援の推
進

障害福祉課（地域） 7-1-(2)
発達障害者支援センター運営事業（相談
件数（地域相談支援機関での対応を含
む）（再掲））

件 2,752 2,594 設定なし 設定なし 3,500 6,525 -

・前年度より相談支援件数が増加した。今
後も地域の相談支援機関の対応可能数の
増加を目指す。

７-（２）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（２）地域の支援施設等
のみでは支援が困難な
障害に対する支援の推
進

障害福祉課（精神） 7-2 高次脳支援拠点機関数 箇所 3 3 3 3 3 3 A

・県内3箇所（中央、北西部、南部）に支援
拠点機関を設置。

７-（２）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（２）地域の支援施設等
のみでは支援が困難な
障害に対する支援の推
進

障害福祉課（精神） 7-3 高次脳機能障害相談件数 件 9,244 16,762 9,300 9,300 9,300 19,797 A

・上記3機関で、相談に対応。他に、研修や
啓発等の活動もしており、件数が増加して
いる。

７-（３）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（３）通所サービスだけ
では支援が困難な障害
に対する支援の推進

障害福祉課（療育） 7-4 短期入所事業者数 人 134 138 137 140 143 144 Ａ

・平成27年度に6事業所の新規指定申請が
あり、目標以上の事業者数を達成した。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害福祉課（精神） 7-5 ひきこもりサポーター養成者数 人 　なし 33 50 75 100 40 B

・平成27年度は新規7名が受講。前年度ま
でと併せて40名となった。市町村の協力を
得ながら登録者を増やすことが今後の課
題。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害福祉課（精神） 7-6
ひきこもり地域支援センターの相談見込
み件数

件 483 904 800 900 1,000 1,187 A

・毎月100件前後の相談を受理。本人から
がﾞ80%。ひきこもり本人は男性が80％。20
代が55%。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害福祉課（精神） 7-7
ライトハウスちばの相談件数（ひきこもり
に関するものに限る。）

件 297 517 600 700 800 220 D

・件数減少の理由：次につなげるための実
質的な相談対応を主とし、傾聴のみの相談
を整理したため。結果、新規相談は増加し
た。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害福祉課（精神） 7-8 アウトリーチ型の訪問件数 件 15 19 50 100 200 10 E

・本人及び家族から、訪問希望が少なかっ
たため。
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